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〔原著〕 分層植皮後の色素増強反応の機序
一一動的表皮メラニン機講による新しい考察一一
保阪 善昭*林
〈招和55年10月2413受付)
l::o要 E王
分屠埴皮後iこ認められる色素増強の機序を明らかにするため， (1)表皮内剥離後の色素増強， 
(2)分層構皮後の色素増強， (3) 8ー メトキシソラーレン (8主110P)外用十長波長紫外線〈じVA)
照射にて十分色素増強させた皮f曹をさらに謹皮した後の色調の変化， を表農剥離 DOPA反応
及び電顕用標本にて比較検討した。 (4)表皮の turnover速度を調べるため， 1%オスミウム酸
エタノーJレ溶液を皮膚のマーカーとして用い，その諮失期間を観察した。
表皮剥離 DOPA反応では， (1)，(2)，(3)のいずれにおいても DOPA揚性のメラノサイトの
数はコントロールに比し大き主変位はなかった。
震顕用標本では， メラノソームの分耳官接式の変色は認められなかったが， (1)，(2)においては
メラノソームの数の著しい増加がみられた。 (3)においては植皮後メラノソームの数の増加は認
められなかった。
表長の turnover速度では，植皮部症は正常部{立に比べて turnover速震の抵下が観察され
た。
以上の結果， 分屠謹皮における色素増強は， メラノサイトの機能完進によるメラノソームの
単純な数の増加であ!J，質的な変化で辻なく，種皮後の表皮 turnover速度誌下と詔まって 1
倍のケラチノサイト当りのメラノソームの数がさらに増加するためであることがわかった。そ
れは epidermalmelanin unitの量的変北であり， 8・MOPとUVAによるメラノソームの質
的変化による色素増強反応とは張本的にその機序を異にすることが示唆された。 
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増強が起るのは，紫外隷の黒討を受けていることによっ
I.はじめに て生ずるものであると考えられていた。しかし完全に遮
皮膚は種々の物理的剰設で色素増強を示す。なかでも 光された条件下でも， 1カ月生の間に徐々に色素増強を
光線による色素増強iこ関しては多くの報告があるが，機 きたしてくることが観察されている。これに反して全屠
械的刺激による色素増強反応についても最近注自されて に近い皮膚を植皮した場合に辻，顔面など日光に黒射さ
いる。 れる露出部であってもその急素増強の程度は軽度である
遊離植皮撞行後の植皮部皮膚の色素増強は経験的には ことも知られている。
古くから知られているが，その発現機序に関してはあま 人間の皮膚の色は主として皮j書表面の反射率，表皮お
予報告をみない。薄い分}言種皮を行ったあとに強い色素 よび真皮成分の吸収率・反射率，各構成組織の厚さ，皮 
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j曹の血流量，核酸，ウロカニン酸などに加えて，特有の
色を持つカロチノイド，ヘモグロビン，メラニンなどの
色素穎粒の量などの総合されたものとして決定される。
なかでもメラニンの占める役割が特に大きい。入閣の
皮膚において形態学的に認められるメラニンの最小単位
は，電顕で観察できるメラノソームである。メラノサイ
トで生成されるメラノソ}ムは，皮膚・毛などに存在す
る九眼球縞膜色素上皮，脳原絡膜などに存在するメラ
ニン頴粒もメラノソームであるが，これらのメラノソー
ムは生成された締抱内にそのまま保持されている汽
表皮では，基底層のメラノサイトで生合成されたメラ
ノソームが隣接するケラチノサイトに転送される3，4)。ケ
ラチノサイトに受護されたメラノソームは，ケラチノサ
イト内に一定の諜式iこ従って分者し，ケラチノサイトの
分化に伴って表皮舟の全ケラチノサイトに分散してい
く。
メラノソームを生成するメラノサイトと，これを供給
されるケラチノサイトには，一定の数的な関係が存在
し，これを表皮メラニン機講 epidermalmelanin unit 
と呼んでいる九表皮メラニン機構は人種が変っても一
定で，メラニンが関与する皮膚色の変化は，すべてこの
機構内の諸国子の動患として把握することができる。こ
の機構に関与する国子として紫外線で代表される物理的
因子6-8九アジソン病にみられる内分泌的因子9，ゅなどが
ある。
本論文の自的は，分麗植皮による色素増強反症を物理
的因子によって誘発された表皮メラニン機講の生物学的
反応として把えて，紫外線照射による色素増強反容と比
較しながらその友症の独自性を明らかiこすることであ
る。 
II. 材料と方法
Pi注nkusの方法1ω1)に従い 2N
キユベ-トし，表皮を事i離，剥離した表皮は 0.1%L・ 
DOPA・O.lM;韓駿ノξッファー pH6.8でインキュベー
ト，自動酸化による黒化を訪ぐため数回溶液を交換し， 
DOPA反応12)終了後は聖のごとく表皮を透撤し， 1 
mm2当りの DOPA揚性細胞数を数えた。計擦は千代
田頭数投映装置 (XM・500IS)を用い，壁にレンズの目
盛習と合わせた lmm2 の正方形を措いた紙を鈷り， そ
の上に10信及び40倍の対物レンズを用いて投影して行つ 
fこ。
残った組織は， 2.5%グルタールアルデノ、ィド 0.1M
カコジレートパッファー液で 2時間国定後洗浄， 1弘オ
スミウム酸 O.lMカコジレートバッファーで 1時間 30
分冨定，型通歩アノレコーノレ系列で、競水し，エポン 812 fこ
包埋した。この電顕用標本を，基底層の細胞に含まれる
メラノソームの数を諜べるため， Ivan Sorvall-MT・2 
Porter-Blumウルトラミクロトームにて電顕の超薄切
片の約2倍の 150-200mμ イ立の厚さに切り， トノレイジ
ンブルーにて染色し，対物レンズに 100倍の油浸レンズ
を使用して光顕的に観察した。メラノソームの計調，f辻，
まず写真にとり，その写真の基屡層の締胞の中でメラノ
ソームの数の数えられるものをすべて数え，そのメラノ
ソームの数を紐抱数で害q!J，その切片の紹胞 1担当 9の
メラノソームの数として算出した。
実験 2):Fig. 2の如く大腿部正常皮膚より，表皮全
罵が種皮片に含まれている分屠撞皮片〈厚さ約0.25mm 
-0.4mm)を採取し， これを型通り植皮し犠察した。 
1カ月白頃より植皮皮溝に色素増強がおこってくるが，
約 2カ月後に該部よ担生検を行い，植皮前の皮片の一部
をコントロー ノレとして， それぞれの組織を 2つに分げ
て，実験工〉と同様に 1つは DOPA反応を行い，地の 
1つは電顕尼標本にて観察した。
実験 1):Fig. 1の如く正常皮膚より，点状出皐を認 実験 3):Fig. 3の如く豆常大腿皮膚i
めることなく表皮を剥離し，約2カ月後iこ表皮再生し色 キシソラ-レン(但8
素増強の生乙た部泣を生検し， 一部組織を StariCco & 波長紫夕外ト線壁光管ブラツクライトを1臼5分間燕射し，これ
一メト0.3%8ιにこ
を皮膚の色素増強がこれ以上進まなくなるまで数日おき
DOPA開。ction に何回もくり返して行い，色素増強が最高に達した皮!曹
¥小/ ノ mi…'py を実験2)と再様に表皮全層が含まれる分屠誼茨片とし 
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て採取し，謹皮を行った。約2カ月後に該部より生検を
行い， 植皮吉立の黒化皮片をコントロールとして， 実験
。， 2)と同様の方法で， DOPA反誌と電顕標本にて観
察を行った。
以上実験 1)，2)，3)の被験者は28歳の男子篤志者でF
すべて完全な遮光のもとに行った。
実験 4):表皮の turnoverの速さを概算するために，
次のような実験を試みた。 
a)正常者での計測
まず2%オスミウム駿水溶液を等量のヱタノールに溶
かし， 1%オスミウム接溶液を作製する。次に主章男女
各12名を被験者として，大腿能面部と上腕前面部の 2カ
所の皮膚をエタノールにてナ分清拭した後， 1%オスミ
ウム醸溶液を綿棒tこつけ，数巨塗布すると，皮膚はしば
らくして黒掲名に著色する (Fig.針。この着色が何日
巨で消失するかを観察した。
この着色は Fig. 5の如く角層の中閉までオスミウム
著色が浸透しているのみであるので，角層の一部分の脱
落第需を観察したことになるが，角書全体の脱蕗期馬，
ひいては表皮全体の turnovertimeと相関すると考え
てこの実験を行った。 
b)植皮者での計課j
大騒を採皮部として植皮を行った男女計14名を被験者
として， (1)と間様の方法で計挺した。被験者の年齢は13
歳-37歳の関で，語皮後約2カ月 -1年を経過したもの
である。また移植部位は上技10例，胸部2例，顔面・背
部各 l例であった。 
111.結果
実験 1):表皮内剥離による色素増強 
a) DOPA反応
表皮剥離DOPA反窓標本より， lmm2当りの DOPA
陽性諸国患の数は， コントロール部において945土34/mm2
であり，表皮内剥離部においては 973土26/mm2で、あっ
た (Fig.6，Tab. 1)。この両者の間に統計学的立 t検
定を行ったところ有意差なし (p>0.05)であった。 し
かし DOPA陽性のメラノサイトは，あたかも活発にメ
ラニン生産を行っていることを示唆するように，ペリカ 
Fオンも大きく，デンドライトは分校を増し，突起の中
にメラニン頼粒をいっぱいに講した細抱が認められた 
(Fig. 7) 0 
b)電顕尼援本におけるメラノソームの数
細胞 1倍当りのメラノソームの数は，表長内剥離組織
では 14:!:15/cellで，コントロール蔀の 72土 12/cellと
比較じ約1.6信に増加していたくFig.8，9，Tab. 1)。
実験 2):分層植皮による色素増強 
a) DOPA反応
表皮剥離 DOPA反応においては，植皮部の DOPA
陽性細胞数は984::!:41/mm2でコントロール部の945土34/ 
mm2と比較し，統計学的に有意差なし (p>O.05)であ
った (Tab.2)。 しかし実験 1)と間捷に，メラノサイ
トは大型とえE担メラニン生産の活発なことを示してい
た。 
b)電誤用諜本の thicksection 
まず thicksection (トノレイジンブルー染色〉につい
て比較してみた。コントロール組織で基患締結は離に長
い正常の像を示し，マルピギ一層は約6-7層の細胞よ
ヲなり，基底屠のメラニン穎粒の増加は認められなかっ
た (Fig.10)。一方誼皮部の組織のマルピギー麗は約4 
-5層で，全体に扇平化の傾向を示し，基ま細麹iこは多
量のメラニン穎粒を認めた (Fig.11)。 
c)電頴用諜本におけるメラノソームの数
細胞1担当りのメラノソームの数は，分署植皮部 135 
:!:lO/cellで， コントローノレ部の72土12/cellと比較し，
約1.9告に増加がみられた (Fig.12，Tab. 2)。
実験 3):黒化皮膚撞皮後の変化 
8・MOP外用後 UVAを照射し色素増強させた皮膚を
植皮した皮膚は，頭皮の競落や瀧紅を伴った炎症反応を
認め，脱色を示すことはあったが，色素増強は臨床的に
全く認めちれなかった (Fig.13-16)。 
a) DOPA反応
剥離 DOPA反応によるメラノサイトの計測では，植
皮部においては 1，426土38/mm2でコントロール部の 
1，580::!:64/mm2に詑較し， 統計学的にやや減少の有意
差 (p<O.Ol)があった (Tab.3)。 
b)電頚用標本におけるメラノソームの数
経緯 1担当ヲのメラノソ」ムの数辻，語皮部において 
182土25/cellで， コントロ」ノレ部の207土31/cellと比較
し絞苦学的に減少の有意差 (p<0.05)があった (Tab. 
3)。
実験 4): turnoverの速度の諜定 
a)正常者での計調
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Fig. 4. Skin marks stained with 1 % osmium solution (arrows). 

Fig. 5. HaH of horny layer was staind with osmium solution (alcian blue stain). 

Fig. 6. Split epidermis DOPA reaction. Melanocytes are dyed black (control area). 

Fig. 7. The DOPA positive melanocytes have large perikaryons and dendrites with many b主anches.
 
Dendrites are full of melanin granules. 

Fig. 8. Melanosomes of control area. 

Fig. 9. Melanosomes of pigmented area. 

Tab. 4の如く， 上腕前面では男女とも 8日-8日の 面よりやや長い事がわかった。すなわち上腕の方が大腿
需にマークは消失した。また大腿前面;こおいては男 (6 より少し turnoverの速度が速いといえる。 
自-9日)， 女 (7日-9司〉でその平均E数は上腕前 b)植皮部での計測
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Table 1. Melanocyte and melanosome co・ 
unts (Pigment darkening due to 
the intraepidermal removal) 
五在elanocyte Melanosome 
counts counts 
Control area 945::!:34/白血2(5) 72::!:12/cell(34) 
Removal area 973::!:26/mm2(5) 14:!: 15/cell (30) 
No. of samples in parentheses 
Table 2. Melanocyte and melanosome co・ 
unts (Pigment darkening due to 
S.T.S.G.) 
五主elanocyte Melanosome 
counts counts 
Control area 945土34/mm2(5) 72::!:12/ceU(34) 
Grafted area 984土41/mm2(5) 135士10/cell(31) 
採皮部{立の皮膚〈大腿〉と分層植皮部との比較では， 
Tab. 5の如く採皮部位の平均が 7.3自であるのにくら
べ，植皮部は平均15.613で約 2f音に延び，従って turno-
verの速度も半分に低下したことがわかった。 
IV.考察 
Szaboらは， 1954年表皮メラノサイトの数を計測した
結果，表皮単位苗積あた予のメラノサイトの数は部位に
より異なるが，人種間では同一部位のメラノサイトの数
には変イとがないことを報告したゆ。
身体各部位におけるメラノサイトの数がそれぞれ一定
であるとすると，皮膚色の変化辻主として，メラノサイ
トの活性の差によって決定されることになる。すなわち
その部誌の表皮メラニン機構の活性によって決定される
ことで，メラノサイトのメラノソーム生合成，メラノソ
ームの表皮への転送，表皮締抱の cellturnoverの3つ
の要素が皮書色を決めることになる。
メラノサイト内でメラノソームがいかに生合成されて
も皮膚の色は黒くはならない。メラノソームが表皮に転
送されてはじめて黒くなる14)。
表皮に存嘉するメラノソームの数は皮}曹の色に桔関し
て変化するが，人種間の差は単なるメラノソームの数わ
差ばかりでなく，その質的な差であると考えられてい
る。メラノソームの表皮内での分布様式は，人種によっ
て異ることは1969年 Szaboらによって報告されたが∞，
これは Fig.17に示すように，自人・黄色人種では数値
のメラノソームが 1つの限界摸でつつまれ，いわゆる集
合型をと予，黒人では 1倍の大き主メラノソームが限界
膜につつまれた単一型の分布をする。この分布様式は人
種によって不変であると考えられていたが，戸田らは 
1972年にこの分布様式も外的な因子で変記しうることを
報告した16)。すなわち，ソラーレンを外用した白人皮膚
に長波長紫外隷を黒射すると，;.ラノソームの大きさが
増し，集合型の分布が単一型に変化することを認めてお
り，これはメラノサイトのメラノソームの大きさを制御
する系に何らかの彰響を与えた結果と考えられ，メラノ
ソームの分布議式を決めるのはメラノソームの大きさで
あることを示唆した。このことは，その後 Wolff，神保
らによって裏付けられているの。
メラノソームの変化によって起る表農の色素増強反応
の機序は， 2つに大zuで、きる。すなわちメラノソームの
型の変化する質的変化と，メラノソームの型は変らず数
のみ変化する量的変化とである。
実験3)で観察したような，ソラーレン投与と UVA
照射で惹起される色素増強反応は質的な変化が主体であ
る。メラノソームは数も増すが，大きさが増すことが変
化の主体で，そのために表皮内でのメラノソームの分布
摸式は集合聖かち単一型に変化する。とれを代表的な質
的変化とここでは考えた。
一方， UVAの単純な照射によって生じる色素増強は
単なる量的な変化であヲ，分有様式の変北辻認められな 
1ハ。
今回の実験と同じ条件下で，メラノソームの質的変化
を植皮によって惹記するかどうかに関する電顕的検索立
すでに報告したが∞，実験工)，実験 2)，実験3)のい
ずれの条件下においてもコントロールと比較してメラノ
ソームの分布様式の変位は認められなかった。
実験 1)において，機按的事j激によって名素増強をお
こした部位におけるメラメソームの分布様式は，周囲正
常皮膚と同じ集合型を呈した。また実験2)，実験3)
においても植皮前に採取した皮膚をコントローノレとした
が，実験2)では横長後も同様に集合型を呈し，実験3)
ではソラーレン外用後 UVA照射によ担単一型を示した
皮膚は，植皮後も単一型を呈しており，謹史におけるメ
ラノソームの分布様式の変北は観察されなかった。
次に今居の実験成義を各観察項目に分けて検討してみ
る。 
1) 機械的刺激における色素増強
実験 1)において個々のメラノサイトは活性を増し，
その形態もデンドライトを長く伸ばし活発に活動する接
栢を呈し，チロジナーぜ活性を増した。またメラノソー
ムの数も約1.6措の増加が計測された。しかしメラノソ
ームの分布様式は東洋人に多い集合型で，費約変北は認
められなかった。
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Fig. 10. Thick section (control area) 
The Malpighian layer is composed of 6 to 7 cel1s and basal cells contain moderate amount 
of melanin granules (toluidine blue stain). 
Fig. 11. Thick section (grafted area) 
The Malpighian layer is composed of 4 to 5 cel1s that have become fiattened. Basal cells 
are heavily pigmented. 
Fig. 12. Melanosomes of grafted area. 

Fig. 13-16. show gross appearance of a skin graft (arrow) with the maximum pigmentation. 

Fig. 13. 1 week after operation. 

Fig. 14. 3 weeks. 

Fig. 15. 5 weeks. 

57 分層植長後の色素増強 
かま担メラノソームの合成が増したと考えられる。
実験じによる色素増強と，セロハンテープによる角
層剥難によっておこる色素増強を比較してみると，両者
の関採はよ野明らかである。角震をセロハンテープで何
震か剥離してやると，その部分に色素増強がおこる。 
Pinkus らの報告によると，何度も角層を剥離したあと
は表皮細抱の分裂指数は増している的。このセロハンテ
ープによる色素増強はメラノソームの分者様式には変化
を与えず29Lチロジナーゼ活性の充進とメラノソームの
数的増加がみられる200 この反志には大きな個体差が認
められる。 
我々は実験工〉の対象者として，自本入としては比較
的皮着色の濃い，色素増強反応をおこしやすい個体を選
んだが，この色素増強反応も担体差が著しい2)。皮膚色
Table 3. Melanocyte and me1anosome co・ の濃い語体に反応はおこりやすく，色の白い個体では反 
unts (S. T.S.G. of the maximum þt~まおこ習にくい。このような皮書色の濃い個体は，同
pigmented skin) 時にじVA照射によっても容易に色素増強反応を惹起す
瓦tIelanocyte Melanosome る。結局荷者の色素増強反応は，物理的因子による毘種
counts counts の生体反誌とみなすことができる。
Cont主01area 1580:t64/mm2(5) 207:!::31/cell(30) 2) 分署撞皮における色素増強 
Grafted area 1426土38/mm2(4) 182:!::25/cell (30) 分層撞皮では事j離 DOPA反ttと電顕謀本の検索か
ら，明らかにメラノサイトで誌チロジナーゼ、活性の増強
以上のことより， この色素増強は単なる量的な変化 と，メラノソーム産生の充進がみられる。しかし DOPA
で，その機序は何らかの耕激の情報が基底層のメラノサ 反応揚性のメラノサイトの数には変千七がなく，メラノソ
イトに伝達され，それによってメラノサイトの活性がた ームの分布様式iこも変化がみられないことから，単なる
Table 4. Turnover rate of no主ma1skin (Contro1): Duration of the skin 
marks staind with osmium solution 
Fig. 16. 2 months. 
No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 average 
Age/year 28 25 29 24 32 25 26 31 28 21 26 22 26.4 
五tIale Anterior upper arm/day 6 8 6 7 6 7 7 6 8 7 7 7 6.8 
Anterior thigh/day 6 7 8 8 7 9 8 8 7 7 7 8 7.5 
Age/year 2工 26 24 24 28 23 18 25 23 30 24 27 24.4 
Female Anterior upper arm/day 6 6 8 8 7 6 7 7 6 8 7 7 6.9 
Anterior thigh/day 7 8 8 9 7 8 7 7 8 7 8 7 7.6 
Table 5. Turnover rate of S.T.S.G. area; Duration of the skin marks staind 
wIth osmium solution 
No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 average 
Sex 五在 M M M M M 瓦tI ]¥.在 F F F F F F 
Age/year 28 32 15 13 22 24 37 35 18 15 25 27 22 30 24，5 
Donor area/day (thigh) 7 7 8 687 8 7 6 8 8 778 7.3 
Grafted area/day UE UE UECH UEUE FA UEUEUE BACH UE UE 
14 16 13 15 15 18 14 16 13 15 18 14 21 17 15.6 
UE: upper extremity CH: chest F A: face BA: back 
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(Caucasian) (Mongo工i也) (Negro) 
aggrega七ed aggregated sing工e 
type 七ype type 
Fig. 17. 	 Distribution pattern of mela-
nosomes in epidermal kera-
tmocyte. 
メラノソームの量的変化とみなすことができる。
実験4)の表皮細抱の turnover速度の比較では，植
皮部皮膚で、は諜皮部に比べて明らかに cellturnove主速
度の低下が認められている。
表皮の turnoverの遠夏を知るための研究として， 
1961年 Rothbergは， 14C_グりシンを正需主角震を持つ
患者に静注し，その後角層の中に存在するアイソトープ
の動きを調べて，角震が代謝されて新生する期間は12-
14日と報告した23)0 1965年 Weinsteinらは， 組担分裂
の前に DNAが合成されることに着目して，基露層の
縞胞を 3H-チミジンで標議することを試み，基患層にあ
った紹胞が最上麗に達するまでの期間は約14日であると
報告した24)。現在ではこれらの計誕の仕方に批判がなさ
れているが， ここでは一応表皮細患の turnovertime 
は約28日であると考えることにする。
我々の方法では，表皮全層ではなく免震の一部に色を
つけているのみであるが，同じ部f立の罰じ厚さの皮膚に
着色しているので，かえi:tJ正確に比較することができ
る。そしてこの turnover速度の抵下辻，槙皮という外
科的霞襲による環境の変化のためにおこったものであ
り，この	 turnoverの低下は植皮部位に相当長く持続す
ると考えられる。
メラノサイトの機龍克進によってメラノソームの産生
が増L，メラノサイトからケラチノサイトへのメラノソ
ームの転送が増して，ケラチノサイトの cellturriover 
が抵下をきたすことになれば，表皮細抱工個当りのメラ
ノソームの数が増すことになる。
結局，分層撞皮における色素増強反志は，実験1)や
セロハンテープによる角層挺離の時にみられる機械的利
裁によるメラノソーム産生の増加と，さらに植皮によっ
て蓮るケラチノサイトの cellturnoverの低下の両者が
加算されることによってケラチノサイト 1値あた Pのメ
ラノソームの相対数が増すことによってひきおこされた
ものだといえよう。
次iこturnover速度の鮭下の開題であるが，これにつ
いては遊離植皮片が生著する過程を考えてみると説明で
きる。種皮片が生着するためには謹皮片への血行再開が
必要であるが，現在一般的に受け入れられている考え
比 1951年時iry Mirの提唱した考え方で代表され
る25)。すなわち，薄い分層植皮の場合と厚い全層構皮の
揚合で辻その車行再開の様式が異る。 Converse26)や 
Smahelら27)の研究によると，薄い分層植皮の場合に
は，新生毛細血管が植皮片の中に入予込み全く別の新し
い血管網を作ることによって血行再会がなされるが，こ
の場合は変性が強くおこる。一方厚い全層構皮の場合に
札早期の既存血管の再吻合によって血行再会がなされ
るため，植皮片の変性誌少ないと報告している。いいか
えると，薄い分層植皮の場合は移植片には太い血管がiま
とんど温存されていないため，毛細血管の浸入により栄
養されるまでに移植片はかえZ担変性におちいるというこ
とである。 turnover速度の低下は， 一種の植皮片の変
性のパロメーターであるから，栄養血管のすくない薄日
の分層植皮により強くおこるのは当然のことであろう。
しかしここで一つ付け却えておかなければ主らないこ
とは移植床の血行の詞題で，いくら全層皮膚を撞皮して
も移植床の血行が悪いと再吻合がおくれ，その誼皮片が
淳ければ厚いほど変性の慶合も強くなるということであ
る。下腿の車行の悪い所へ撞皮するような場合誌は，薄
自の分層構皮を行っても，厚自の全層植皮を行ってもい
ずれも色素増強をきたすのはこのような理出によるもの
といえよう。 
3) ソラーレンと紫外諒照射による色素増強と分層橿
皮による色素増強との詑較
実験3)に示されるように， 8・MOPとUVAの照射
で十分色素増強を超こしておいてから植皮を行い，そこ
から採取した組織では実験じ， 2)にみられたような
変化は認められなかった。分層植皮による色素増強は量
的な変化であるが， 8・MOPとじVA燕射による色素増
強はメラノソームの形の変化とその分布形式の変化など
の質的な変詑が特徴であり，その変化のかげに揺れて量
的変化が把握できなかったと思われる。
一方，人間の皮膚には本来持っている色素増強の限界
があり，その摂界に達している場合iこはそれ立上の増加
を期待するのは不可能で島るということである。いいか
えれば黄色人種の皮膚をいかに黒くしても，黒人のそれ
に及ばないということである。一般にこれを tanning 
capacityと呼んでいる。 8
返し行つた後で、は， tanning capaci tyは極限に達して
いるので，その皮!曹を分層植皮しでもそれ以上の色素増
強は題らなかったと考えられる。
59 分署植皮後の色素増強 
最後は，これらの機械的耕激や ttrnover速震の低下に
よってもたちされた色素増強の持続期間の罰題である。
機械的刺激によるメラノサイトの機能充進は，我々が
検索した比較的色の黒い豆本人の倍体で辻約工年間持続
した。比較的色の白い個体では約5カ月後には完全に機
械的属激による色素増強は消失した。
これらよ担，植皮によって起こったメラノサイトの機
能完進は大体半年から 1年位持続することが推澱され
る。
次に turnover速度の低下の持続期需であるが，植皮
片と移植床の治去を過墾は創傷治法と同じ過程をたどると
考えられる。創傷治慈の生化学的研究としてコラーグン
の入れ代りについて調べたものでは，その変化は約6カ
月から数年は続くといわれている28)。また，播本の岳家
種皮片における生理機能の動きについての実験で，植皮ー
片の汗腺機能は 1年半前後より漸次植皮された部{立の発
汗態度の特性iこ頚応する傾向があると述べている29)。こ
れらより植皮片がおちつくまでは最抵1年半はかかると
いうわけで，植皮時に受けた変罷 (turnover速度の低
下)が回復するまでは数年を要すると考えられる。
稿を終えるに当り，務始ご指導とご校関を賜りました
千葉大学医学部長書科学教室の岡本昭二教設に深く感謝
いたしますとともに，亙接ご指導，ご鞭撞をいただきま
した東京逓信痛読皮意科戸田 浄部長に衷心よヲお礼申
し上げます。本論文辻学位審査論文である。 
SむM豆ARY 
Studies on the mechanism of epidermal pig-
ment darkening after split thickness skin graft 
were performed. The number of DOP A-positive 
melanocytes in one square millimeter of epi・ 
dermis did not increase in the graft. However， 
the number of melanosomes of keratinocytes in 
the stratum basale of the grafted skin increased 
almost 2 times as many as that of the control 
skin. The turnover rate measured by skin stain-
ing with 1% osmium tetroxide solution，was 
almost half as much as that of the control. 
1t is concluded tbat the epidermal pigment 
darkening stimulated by the split thickness skin 
graft occurred based on an increase in the num-
ber of melanosomes within keratinocytes in the 
stratum basale and a decrease in the rate of 
epidermal cell proliferation. The marked in-
crease in the number of melanosomes of the 
epidermal melanin uni t thus occurred. 
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